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火力発電は主要な発電手段であるが、二酸化炭素の排出量が多い。このため、火力発電所において発電効

率を向上させれば、発電のための燃料消費量の低減につながり、ひいては、二酸化炭素の排出量の削減につ

ながると期待される。火力発電所においては、ボイラーにおいて発生した高温の蒸気はタービン発電機を回

して発電を行ったのち、凝縮して水となり、配管を通じてボイラーに戻る。火力発電所給水配管には鉄系酸

化物スケールの付着が起こり、この酸化物層が熱交換効率を低下させる原因となっている。したがって、ス

ケールの付着を低減できれば、二酸化炭素排出量の削減に寄与できると考えられる。スケールは主として酸

化鉄で構成される。鉄は給水配管中の比較的低温部分の壁面から溶出し、200℃以上の高温になる部分でマグ

ネタイトとなって、給水配管壁面に付着する。マグネタイトはその磁気的性質を利用して容易に分離するこ

とができる。そこで我々は火力発電所給水配管中のスケール除去に高勾配磁気分離技術を適用する方法を検

討している。高勾配磁気分離では強磁性ワイヤーを編んだ網を積層して構成されるフィルターマトリックス

を超伝導磁石のボア中を通過する流路内に設置して使用する。マグネタイト粒子は磁化された強磁性ワイヤ

ー表面に磁気力によって引き寄せられることで流体中から分離される。本研究プロジェクトでは、火力発電

所ボイラー給水系のどの部分に磁気分離システムを設置するのが適切か、最適なマトリックス構造、磁場条

件、運転条件や手順などについてシミュレーションと実験により検討を行なった。AVT タイプの火力発電所

の場合、温度 200℃、流量 400－500 m3/h、圧力 20 atm の高圧ドレインと呼ばれる場所が適切な設置場所と

考えられることがわかった。バッチ式の高温高圧実験、常温常圧大流量の循環式実験を通して、マトリック

スに必要な条件を検討した。当日はこれらの検討結果の詳細を報告する。 
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